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小山工業高等専門学校研究紀要 1

To effectively convey information, particularly, those on books and facilitate the use oflib面 es,it is iinpmtant to 

improve the facilities and provide a better environment. Additionally, not only is it essential to understand the user's 

needs and addressing them, the sender of infonnation needs to actively convey infonnation that is useful to users. 

In this study, I examined the measures that are currently followed by the center in conveying information by 

reviewing its roles and achievements, and then discuss its future. 
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Improvement Measures 

1. はじめに

本校図書館棟にある図書情報センター（以下、

本センター）は、2001(平成 13)年 8月より始

まった校舎改修の中での図書館棟改修工事が終わ

った 2004(平成16)年4月、高専の独立行政法

人化と軌を一にして、それまでの図書館から名称

変更し誕生した注I)。その目的は「学生その他の利

用者の知識・教養を裔めるとともに、教育・研究 ・

調査等に寄与し、もって図書館活動の健全な発展

を図ること」とされている。

しかし、いっそうの情報時代を迎えた現在、本

センターにおいては次のような新たな課題に取り

組む必要が生じている。

第ーは、従来の図書という紙媒体ばかりでなく

電子媒体の充実に関する検討であり、本センター

が発信する情報の内容についての検討である。

第二は、本センターが発信する蔵書にとどまら

ない広義の 「情報」の利用状況を踏まえつつ情報

の活用を促す方策についての検討である。

そして、第三には、社会に開かれた学校として

本センターが 2000(平成 12)年度から取り組ん

でいる一般開放のさらなる促進に向けた方策につ

いての検討である注2)0

そこで、本稿では以下、本センターが果たして

きた役割と実績を整理しながら、現在、我々が進

めようとしている情報発信の方策と方向性につい

て検証し、今後を展望する。

2 本センターの施設概要

本センターがある図書館棟は2階建てで、 1階

には受付カウンター、 第 1書庫 (27rrf)、第2書

庫 (21rrlり、教材資料作成室のほか、留学生講義

*l 図書情報センター長 (Di.I函 torof Library and Information Network Center) E・mail: inoue@oyama・ct.ac.jp 

*2 総務課図書情報係長 (ChiefofLibr紅 yand Information Network Center) 
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室、視聴覚教室、交流ラウンジ等がある。このう

ち、交流ラウンジは 2011(平成 23)年に設置さ

れ、学生の学習や交流 ・憩い、行事 ・イベントの

場と して活用され始めたところである (5.6)。

図1 交流ラウンジ

2階には第1閲覧室 (442対）、第2閲覧室 (65

ni)のほか、グループ学習室 (27rrlり、 マルチメ

ディアルーム (81面）、新聞閲覧コーナーがある。

このうち、グループ学習室は少人数 (3人-8人）

による円卓を囲んでの話し合い学習が可能である。

また、マルチメディアルームにはパソコン15台、

VTR4台、 DVD5台を備えている。そして、新聞

閲覧コーナーでは主な国内6紙（朝日新聞、読売

新聞、毎日新聞、下野新聞、日本経済新聞、日刊

工業新聞）を読むことができる。

｀ 図2 第 1閲覧室 第2閲覧室

図3マルチメディアルーム 新問閲覧コーナー

なお、駐車場には身障者用スペース、入口には

スロープ、エレベーター等を整備している。

3 情報の発信

本センターが発信する情報リソースとしては、

大きく蔵書、ホームページ、刊行物類、コーナー

展示が挙げられる。

3. 1 蔵書

本センターの蔵書は、 2011(平成 23)年度末

で表 1の通りである。

表1 蔵書一覧

蔵書冊数 75,993冊 （うち洋書） 4,578冊

開槃冊数 63,379冊 （うち洋普） 3,313冊

雑誌種数 538種 （うち外国語） 6種

新闘種数 11種 （うち外OO語） 2種

電子ジャーナル 8種 （うち外OO語） 5種

視聴覚質料 CD 55種

V寸＇ディスク 15種
ビデオテープ 337種

録音テープ 370種

CD-ROM 54種

DVD 463種

最初に、蔵書冊数について公益社団法人全国学

校図書館協議会（以下、全図協）が行った「2011

年度学校図書館調査」の結果をみると、平均蔵書

冊数は小学校 8,848冊、 中学校 10,912冊、高等

学校 24,175冊であり、高等学校（以下、高校）

の場合と比べると本センターの蔵書 75,993冊は

その3倍を超えている。

なお、蔵書冊数の目安に関してみると、文部科

学省は「1993年学校図書館図書標準」により、全

図協は 「2000年学校図書館メディア基準」により

それぞれ一定の目標冊数を示している。そこで、

目標冊数をより多く求めている全図協の基準に従

って本校（本科5学科5学年25学級1,029人注3))

の場合を涵校基準に従って求めると注丸蔵書冊数

は 52,245冊となるが、本校をはじめ国立嵩専の

多くは7万冊以上の蔵書を有し、それを大きく上

回っているtl,5)。

また、全図協では蔵書（図書）の標準配分比率

を冊数比で示している。なお、運用については専

門教育を主とする学科又はコースを有する高校に

おいてはその専門領域の図書について考慮すると

している。表2に小学校から高校までの配分比率

と本校の配分比率を冊数で示す。
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表2 校種別の蔵書配分比率（冊数）

O紐 I酔 2歴史 3眸貯 4飩貯 滋 116産笈 7請 8言目 9文学 計

小報 6 2 18 ， 15 6 5 ， 4 26 10邸

中学校 6 3 17 10 15 6 5 8 5 25 IOO~i 

賊 6 ， 15 11 16 6 5 7 6 19 100匂

柿 4 3 8 7 23 34 1 4 6 10 100盆

謬の齢、その専門性の観点から嵩校と比べ

てみると、「4自然科学」「5技術工学」の比率

が両者で6割近くを占めて非常に高い一方で、そ

の分 「1哲学」「2歴史」「6産業」「9文学」等の

比率が低くなっていることが分かる。

次に、雑誌については「化学」 「ケミカルエンジ

ニア リング」「新建築J等の永久保存雑誌のほか、

「機械の研究」 「トランジスタ技術」「理系への数

学」等の5年保存雑誌、「オートメカニック」「ラ

ジオ技術」「中央公論」等の2年保存雑誌等の538

種と幅広い。また、新聞については朝日新聞、読

売新問、毎日新聞、下野新聞、 日本経済新聞、 日

刊工業新聞の 6紙を新聞閲覧コーナー、英字新聞

2紙 (DailyYomim-i、StudentTimes)のほか、

週刊読書人、日本物流新聞、出版ダイジェス トを

交流ラウンジに備えている。

その他、 映画や音楽の DVD等の視聴党資料を

多様に取り揃えているが、その利用状況は振るわ

ず、原因も明らかではない注6}。

3. 2 ホームページ

本センターのホームページヘは小山高専HPの

「学内施設」からアクセスできる。 トップページ

には「本センターの紹介」「利用案内」「開館予定」

「蔵書構成」「蔵書検索」「 トピックス」「図書情報

センターだより」「小山高専研究紀要目次」等があ

り、最後にリンク集がある。例えば、図4では夏

休みの開館スケジュールをカレンダーで表示して

おり、利便性が高い。

また、学内サービスページ（学外からは利用で

きない）にば蔵書検索のほか「新瘤図書案内」「定

期購読図書一覧」「電子ジャーナルデータベース」

「マルチメディアルーム及びグループ学習室の利

用法」「文献複写申込み」「本センター規程」「学生

希望図書の申込み」の各項目がある。

なお、本センターのこれらホームページ管理は

図書情報係が行っているが、今後、取り組むべき

課題もある (3.6)。
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3. 3 刊行物類

本センターが定期的に発行している刊行物と し

ては『小山工業高等専門学校研究紀要』がある。

これは、1968(昭和 43)年度から刊行を始め、

2011 (平成23)年度で第44号に達している。

近年、研究紀要は英字1,000字以内の英文要旨

を付けることとし、サイズを B5版から A4版へ

変更、提出原稿を手書きからファイルヘ、そして

PDFでの提出へ、発行月を年度末の 3月から年末

の 12月へと変更する等、激しい時代の変化への

対応を行ってきている。

図5に、最近 15年間 (30号,--..,44号）の収録論

文数と総ページ数（含研究発表一覧）を示す。収

録論文本数は平均 26本、総ページ数は平均 200

ページである。なお、研究紀要 36号以降の論文

(35号以前は目次のみ）は、本センターHPを通

じて閲覧することができる (3.2)。

図5 研究紀要の論文数と総ページ数

その他、例年「図書情報センター利用案内」を

発行している。用紙は縦長の三つ折り両面印刷（図

6右）で、内容は開館時間、閉館日、閲覧、貸出、
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返却、利用者カードの説明、本センターの案内図、

利用上のマナー、 一般利用の案内である。これに

本センター「利用カレンダー」を付け4月に新入

生全員に配付している。

一方、 2011(平成 23)年には本センターに関

する Q&Aを中心に構成した「小山高専図書情報

センターってどんなところ？」 (A5版 3ページ、

図6中央）、 2012(平成24)年には本センターの

概要を案内する「小山高専図書情報センターによ

うこそ !」(A5版 7ページ、固6左）の小パンフ

レットを作成し配付した。

図6 配付用パンフレット

それから、 2011(平成 23)年度には『小山工

業高等専門学校図書情報センター概要』(A4版24

ページ）を新たに作成した，これは本センター運

営委員会の運営委員（センター長、各科委員、総

務課長）への配布を目的に作成したものであり、

特に本センターの「施設 ・設備、利用状況、年間

活動内容、諸規程 ・要項 ・緊急時マニュアル」等

をまとめている点が特色である (6.)。

3. 4 コーナー展示

本センターが情報発信のために設置している主

なコーナーとしては、新着図書コーナー、読書紹

介コーナー、企画コーナー等がある。

(1)新着図書コーナー

本センターが購入し、手続きを完了して学内

HPの新着図書案内に掲載した図書を順次、新着

図書コーナー（本センター1階）に陳列して紹介

している。図7左。

(2)読書紹介コーナー

一般科国語から例年提供される、低学年の 1・2

年生が国語の授業で作成した読書紹介新聞 (B4

版）を読書紹介コーナー（本センター1階2カ所）

にパネル展示して紹介している。図7右。

図7 新着図書 読書紹介

(3)企画コーナー

企画コーナー（本センター2階）では図書情報

係が時宜を得た話題で推廊図書を特集し、学生へ

の読書啓発を図っている。例えば、 2012(平成

24)年4月は「がんばれ新入生、輝け ！高専生～

一般科目を学ぼう • 青春小説を読もう 」 の特集（図

8左）、6月は「2012年は宇宙が熱い～金環日食

をみよう」の特集（図 8右）を行った。また、7

月には一般科国語による「読書体験発表会～教員

からの推薦図書（一言付き）」を特集した (5.5)。

図8 新入生歓迎 金環日食

3. 5 一般開放

本センターでは 2000(平成 12)年度より中学

生以上を対象とした一般開放を実施している。こ

れにより、地域の社会教育に貢献するとともに、

地域住民の科学技術に対する理解を深める機会の

提供が可能になった。利用者登録を行う と利用者

カードが発行され、図書と雑誌の閲覧及び簑出が

できる。2012(平成 24)年 9月現在、 277人が

登録している。

3. 6 今後の課題

以上、本センターの情報発信の状況はそれぞれ

一定の水準にあると思われるが、次のような検討

課題も指摘できる。

①蔵薔：本センターの蔵書冊数約7万6千冊は全

国高専平均の約9万7千冊と比べて少ない。し
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かし、書庫の収容能力には限界があるため、今

後とも蔵書点検 ・リサイクル ・破棄を効率的に

行うことで教育 ・研究 ・調査等に寄与する一定

の水準を維持する必要がある。

②ホームページ ：一定の必要な情報リソースを備

えているが、いっそう利用者が分かりやすい、

使いやすい構成等について検討し、リニューア

ルを図る必要がある。また、ツイッターを用い

た情報発信等の方策の検討を進めたい。

③刊行物類：新入生や一般利用者向けにパンフレ

ット類を作成したが、今後、嵩齢の利用者を念

頭に置いた方策について検討したい。また、本

センターの概要冊子を充実させたい (6.)。

④コーナー展示 ：知識 ・教養への意欲を高め向上

させる情報 ・展示、身近な人物からの図書情報

等を随時、提供するとともに、それらの定期的

な更新にも留意する必要がある。

4. 情報の活用

本章では蔵書のうち、主に図患に関する利用 ・

活用状況について述べる。

4. 1 入館者

固書館棟にある本センターヘの入館者数は

2010 (平成 22)年度で延べ 72,064人であった。

また、貸出総数は延べ 11,281冊であった。そこ

で、貸出対象者別の冊数からその比率を求めると、

図9(100%積み上げ横棒）のようになる。

so% 85% 90% 95% 10re£ 

• 学生10035冊 •教糊員968冊 •非常西詞師64冊

• 名誉教授1冊 •一般213冊

図9 図書貸出の対象者別比率

なお、本校の 2010(平成22)年度の教職員数

は121人（教員80人、職員41人）、学生数1,099

人（本科の学科生 1,027人、専攻科生 69人、外

国人留学生 13人）で、学生の比率は本校の 90.1%

を占めている。

次に、全国裔専の図書貸出の対象者別平均比率

とともに本校の場合を表3に示す。

表3 固書貸出の対象者別平均比率

対象者 1 学生 1教職員1学外者1 計

全国平均

本校

85.6% 

89.0% 

10.4% I 4.0% I 100.0% 

9.1% 1.9% 100.0% 

全国の高専では学生への貸出が平均85.6% (最

大で96.9%、最小で70.7%柁7))であるのに対し、

本校はそれが全国平均以上である一方、教職員、

学外の一般利用者への貸出がやや少ない。この点

については教員と職員を区別して集計すること、

学外者の年代 ・性別 ・居住地等の属性について調

査を行い、利用促進のための対策を講じる必要が

あるのではないかと考えている。

また、学生の修学支援、教員の研究・教育支援、

地域連携という機能面からは、今後、本校におい

てもレファレンス件数注8)について、その内容と

あり方について検討を行う必要がある。

4. 2 図書貸出

(1)分類別

図書貸出について、日本十進分類法 (NDC)の

o,..._,9類に文庫他を加えた、本校の分類別図書貸出

状況（過去3年間分）を図 10に示す。

これによれば、「4自然科学」「5技術工学」

の図書が群を抜いて多く貸し出されており、「文庫

他」「10文学」がそれに続いている。これに対し

「1哲学」「6産業」の図書の貸出冊数はきわめて

少数にとどまっている。

3,500 

I 
3.000 

I 

2,600 

冊
2、000 l一

数 1,600 l一

1.000 --
600 rtl 
゜
111 Im. rTII '-lrll 
O総 l哲 磁 3社 4自 6技 6産 " 、エ 8言 9文文
記 叫-r 史 会然 術莱 術 籍 学窪

I口平成21年度 335 77 282 312 2196 2940 47 132 216 688 249B 

ID平成22年度 379 77 352 321 24.96 2914 38 161 251 102925 19 

l●平成28年度 405 91 233 253 1964 2880 36 91 358 11291 286 

図10 分類別貸出冊数 (3年間）
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さて、表 4に日本十進分類法 (NDC)の 0-9

類について、それぞれ本校の蔵むに対する貸出利

用率（％）を求めた結果を示す。これは、本校の

2010 (平成22)年度における蔵む配分比率（表2

の冊数）に対する、同年度の貸出比率（冊数）の

割合を求めたものである。

表4 蔵芯に対する貸出利用率

0~ I哲 2屋3tl: 会4紐 峨俯・6歴 1芸 SJ 9文
i ＾ 子

史 眸 眸 砕 哀 柑 玉 だ'r 

量§ 4 3 8 7 23 34 1 4 6 10 

貸関 5 1 4 4 29 38 

゜
2 4 13 

掴串 125 33.3 50 57.l 126 112 

゜
50 66.7 130 

表4によれば、「9文学J「4自然科学」「O総記」

「5技術 工学」の順に利用率が高く 、いずれも

100%を超えている。一方、「6産業」「1哲学」の

利用率は非常に低い（前述）。このため、利用率が

莉い分類に属する図密は質と批の両面から蔵密を

いっそう充実させ大きな需要に応える一方、利用

率が低い分類に属する図帯については利用促進の

方策を新たに検討する必要がある。

(2)学年別

本校の本科5学年と専攻科2学年における過去

3年間の学年別の図芯貸出冊数を図 11に示す。

図 11によれば、概ね学年が進行するに従って

貸出冊数が増加する傾向を指摘できる。この原因

としては、特に麻学年の 4・5年生になると専門

科目での実黎 ・研究レポート作成の課題が多くな

り、それに対応して専門図芯の貸出冊数が増加す

るためであると思われる汁9)0

暑

数

細

碑

血

g
g
g
6
0
0
0

0平成21年度
五5

2
8
8
4
3
2
3
0
3

I
T
I
Su667626499 

— 

.

.

.
 

,＇↑．I
＇
r_-i 

9
8
8
2
 

3
2
4
 

年

06

5

14 
―― 

咋
g-~
i

図11 学年別貸出冊数 (3年間）

(3)学科別

本校の本科5学科及び専攻科の図也貸出冊数を

図12に示す。データは2010(平成22)年度。こ

れによれば、貸出冊数の最多は物質工学科の

2,570冊、最少は建築学科の 1,067冊であった。

なお、本科5学科の平均は1,816冊である。

電気：：：学学::1~ · ・ ・ 
電子flilll工学科 し、' '、 l322

物質工学~ ,....._...._, 2,:;1, 

it'll学科

専攻科

0 鴎 1,000 1,000 2,000 2,000 3,000 

層数

図12 学科別貸出冊数（全学年）

今後、各学科に関係する蔵困冊数、図密の種類

をはじめ学科間格差の原因について広く検討する

必要があると思われる。ちなみに、専門科目より

も一般科目が中心である低学年 (1・2年生）の学

科別貸出状況をみると、図 13のようである。

撓は二学f;f-161● "'" I 

て気惰籠工学f-l• • 418 
lllll'> I I 

電子創田工学科

＂＂ 
01年

物質工学科 l
• 2年

達 U

0 100 200 300 400 600 600 

麗

図13 学科別貸出冊数 (1• 2年生）

(4)個人平均貸出

全図協が例年、毎日新聞社と共同で行っている

全国の児童生徒の読書状況調査によると、 2011

（平成23)年5月の 1ヶ月間における平均読む冊

数は小学生 9.9冊、 中学生 3.7冊、嵩校生 1.8冊

であった。前年度に比べると、小学生 ・中学生 ・

麻校生のいずれも減少しているが、依然として高

い数値が維持されている（図 14)。
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“ 

＂ 

＂ 
Iヽ

図14 1か月間の平均読忠冊数の推移

ただし、 本校では同様の調査を行っていないた

め、ここでは同年5月の 1ヶ月間における本セン

ターの平均袋出冊数を求めたところ、 1.1冊にと

どまった。貸出以外の方法で読密していることも

あるため一概には言えないが、今後の読芯指群で

はこの結果を念頭に四くことが肝要である。

4. 3 その他

本センターの情報リソースには図芯を中心とす

る蔵術のほかに、ホームページ、刊行物類、コー

ナー展示がある (3.)。ここでは、それらの活用状

況について述べる。

まず、ホームページを通じての梢報発信は行っ

ていても、その利用 ・活用状況については不明で

あり、現在、来館者数や蔵芯貸出数等で予測する

しかない状態である。このため、本センターHP

へのアクセスカウンターの設慨、来館者へのアン

ケート実施等について検討したい。

また、刊行物類、コーナー展示についてもその

利用 ・活用状況は明らかではないため、今後、来

館者を対象とするアンケート調査の実施を検討す

べきであると考えている。

4. 4 今後の課題

以上、図芯貸出を中心に本センターの情報の利

用 ・活用状況をみてきた。

その結果、貸出冊数のように定揖化できるもの

は詳細な分析が可能であり、その利用 ・活用の実

態を明らかにすることができた。 しかし、ホーム

ページのような一方向的な惜報発信についてはそ

の利用 ・活用状況は把握が困難であり、今後、主

に来館者を対象とする利用者アンケート調査を定

期的に実施することを検討する必要がある。

一方、図芯の貸出状況については随時、学級担

任や学科教員へ読書指導の一助となるように報告

し、また利用主体である学生に対しても積極的に

公開することによって読四啓発を図りたい。

5 行事 ・イベン ト

国立商等専門学校機構の業務改善委員会は図書

館担当係の具体的な業務内容として利用者の登録、

図1!Jの貸出 ・返却をはじめとする 38種類の業務

を列挙しているn.10>。その中に 「イベント（企画

展等） の立案 • 閲催」があり、これもまた本セン

ターの重要な情報発信の方策であると同時に、利

用者への情報活用の場の提供にもなっている。

以下、本センターによる 6種類の行事 ・イベン

ト（新入生ガイダンス、俎子ジャーナル講習会、

プックハンティング、リサイクル図芯、読附体験

発表会、交流ラウンジ）について述べる。

5. 1 新入生ガイダンス

例年4月、視聴巽教室（図瞥館棟）で新 1年生

を対象として図杏情報センター長がパワーポイン

トを用いた本センターのガイダンスを行っている。

その後、新1年生はセンター内を見学し、利用者

カードやパンフレット類を手に図杏情報係の職員

から解説を受ける。

5. 2 電子ジャーナル講習会

本センター主催による電子ジャーナル鼎習会を

高学年生 (4・5年生） ・専攻科生 ・教職員を対象

として本校の情報科学教育研究センター ~ 1 演

習室）を会場に実施している。

講師は外部講師又は図芯情報係が務める注II) 0 

内容は、本センターHP(学内ページ）に収録の

「論文情報ナビゲータ CiNii」及び「科学技術文

献情報データベースJDreamil」の紹介、それら

の基本的な利用法の講義と実習である。

2012 (平成 24)年 6月に実施した講習会への

参加者については表5の通りである。

表5 講習会への参加者

内訳 人数

5年生 28 

専攻科生 5 

教職只 2 

合計 35 
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図15 電子ジャーナル講習会

受講者アンケートによれば、① 「文献探索の意

義（必要性 ・有効性）」をほぼ全員が理解し、②

「JDreamllの利用法」についてもほぼ全員が理

解している（表6)。回答者31人。

表6 文献探索の意義 ・JDreamIIの利用法

＇ょく躙名 Iほぼ蜘 I少し蜘「諏不能

①意義 I 15人 15人 1人 0人

②利用法 I16人 I 13人 2人 0人

また、③ 「講習会の場で実際に Webにアクセ

スして行った実習」についてもほぼ全員が有意義

であると回答し、④ 「今後のJDreamllの利用」

については 31人全員が今後、利用したいと回答

した（表7)。回答者31人。

表7 実習の意義 ・今後のJDreamllの利用

③実習の 大いにある ふつう 小さVヽ

意義 13人 16人 2人

④今後の ぜひしたい 利用したい 余りしない

利用 24人 7人 0人

5. 3 ブックハンティング

プックハンティングは年2回 (6月 ・11月）、

希望学生（定員 12人）が図書情報係の職員と放

課後に近くの書店に出向き、陳列された多くの本

を見てその場で購入する行事である。予算は各回

1人1万円とし、学生の視点から選ばれた専門書、

一般書、ライトノベル、コミック等80冊前後僚］

1,300円／冊）を購入し配架している。

参加者の募集は、これまで本センター内の掲示

板と HPを通じて行っていたが、今後は各学級へ

の募集ポスターの掲示により学生に広く呼びかけ

ることで周知を図る予定である。

・-
図16 ブックハンティング

5. 4 リサイクル図書

リサイクル固書とは、蔵書の中で不用決定がな

され除籍された図書のうち再利用を目的に本セン

ターのリサイクルコーナーや学校祭（エ陵祭）で

提供する図書のことである。学校祭では、図書館

棟入口横の一角にコーナーを設け、学校祭に訪れ

た人が随意にリサイクル図書を無伯で持ち帰るこ

とができるというシステムにしている。

2011 (平成23)年度についてみると、図書（含

専門書）約800冊、雑誌約300冊を提供し、固書

は約4割、雑誌は約6割がリサイクルの用に役立

っており、好評を博している。

5. 5 読書体験発表会

読書体験発表会は、 2001(平成 13)年度から

続く一般科国語の主催で行われる学校行事であり、

本センターと教務委員会が共催している。

本センターは、秋の読書体験発表会に関係する

学生への教員推胞図書の購入と陳列 ・貸出、発表

会当日や発表者表彰式での写真撮影等で協力して

いる。教員推薦図書は、例年7月に本センターの

企画コーナーで特集し教員の推薦の一言コメント

とともに紹介し学生の貸出を促している。

... 

図17 読書体験（企画コーナー）
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5. 6 交流ラウンジ

交流ラウンジは2011(平成23)年 10月、それ

まで密籍、雑誌、新聞等を自由に読むために設置

されていた閲覧室（プラウジングルーム、図書館

棟 1階）を新たに学生の学ぴと憩いの場、加えて

教職員や地域住民との交流 ・交歓の場として利用

することを目的として改修し、 2012(平成 24)

年度から本センターが正式に「交流ラウンジ」と

して運用を始めた空間である。交流ラウンジには

閲覧コーナーのほか、多目的コーナー、ポスター

コーナーがある。

通常は閲覧コーナーを学生が自習の場として

利用している。他のコーナーの利用実績としては

2012 (平成 24)年度の後期までにポスターコー

ナーにおいて写真展示（写真部）、多目的コーナー

において椅子の展示（建築学科）、朗読会とハンド

ベル演奏（公開講座）等の各種イベントが行われ

ている。

図18 展示 ・イベント

5. 7 今後の課題

以上の行事・イベントは、本センターの業務の

一環として担当している。中には恒例化したもの

も多いが、交流ラウンジの運営のようにまだ緒に

就いたばかりのものもある。

今後の課題として、まず電子ジャーナル講習会

への参加促進が挙げられる。2012(平成 24)年

度は図書運営委員（教員）を通じて学生への働き

かけを各科の教員に依頼したが、今後は学級担任

を通じて直接的に働きかける、電子ジャーナル講

習会のアンケート結果を学生に公開しその効果を

直接的に訴える等の方策を実施したい。

次に、プックハンティングについては常連化し

た参加者から学年、学科の幅広い参加者へと広げ

るための方策を講じる予定である。

一方、リサイクル図書や交流ラウンジは、本セ

ンターにおける一般開放が狭義の図書貸出 (3.5)

にとどまらず、広義の地域への文化 ・教養の場を

提供する重要な契機となる可能性を秘めている。

このような観点から、その運営に関する効果的な

方策の検討を進めることが課題である。

6 規程 ・要項 ・マニュアル類

最後に、本センターに関係する規程類がどこま

で閲覧できるか、発信状況について検討する

6. 1 規程

規程の中でも本センターの最も基本となる 「小

山工業高等専門学校図書情報センター規程」は、

本センターHPの学内ページ及び『学生便覧』で

閲覧することができる。なお、『学生便覧』のキャ

ンパスライフ編には「図書情報センターの利用に

ついて」として学生向けへの解説が掲載されてい

る。また、一般利用者向けに関係する部分は本セ

ンターHPの「利用案内」から利用に関する情報

ヘアクセスできる。

一方、学内の教職員にとっては、校内グループ

ウェア desknet'sの「文書管理」内の図書情報セ

ンターにある「研究紀要」「文献複写 ・貸借」 「学

生用推薦図書」「不用決定候補資料」「電子ジャー

ナル講習会」等の項目から必要な文書にアクセス

できる。

6. 2 要項 ・マニュアル類

上記の規程以外にも関係文書があり、従来の要

項等に加え、近年、新たなマニュアル類も作成し

ていることから、図書運営委員等の関係者がそれ

らを紙媒体で一覧できることを目的として 2011

（平成23)年度に『小山工業高等専門学校図書情

報センター概要（平成23年度版）』を初めて作成

した (3.3)この『図書情報センター概要』には、

次に示すように規程のほか、要項 ・マニュアル類

についても収載した。
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表8 『図書情報センター概要』の規程類

O規租

• 小山工業高等専門学校図苫情報センター規程

• 小山工業高等専門学校図書情報センター運営委員

会規程

O要項

• 小山工業高等専門学校図書情報センター一般開放

実施要項

• 小山工業高等専門学校研究紀要投稿要項

• 小山工業高等専門学校における図害情報センター

賓料の不用決定及ぴ廃棄に関する処理要項

Oマニュアル

・緊急マニュアル ：火災、地震、異常気象、館内の

異常時対応

0その他

・「交流ラウンジ～学びと憩いの空間～」の利用につ

いて

今後、『図書情報センター概要』は、収載文書の

充実を固りながら改訂を行うとともに粍12)、本セ

ンターヘの理解が深まることを目的に配付の対象、

方法、活用等の検討む進める予定である。

7. おわりに

本稿では、蔵書にとどまらない広義の情報とい

う観点から本センターの情報発信と利用 ・活用の

状況を概観した。そして、本センターが研究図書

館の機能と学習図書館の機能を併せ持つこと、 し

か し、 大学図書館とは異なり最大の機能は学生の

修学支援にあること、さらに地域への一般開放を

促進する機能への期待にも対応する必要があるこ

と等を明らかにした。

それら機能の促進のために、さまざまな方策を

講 じつつある現在、従前の業務上の課題に対処し

ながら改善を図るとともに、新たな業務について

は積極的かつ慎重に効果を勁亙めながら距佳して

いく必要があると考えている。
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注記

注I)本センターの沿革をたどると、1965(昭和40)年、

本校仮校舎に図魯室が開設。その後、校舎内の教室を

転々とし、1976(昭和51)年に竣工の図む館棟2階に

移転し固笞館が開館した。その後、1982(昭和 57)年

に固害室は正式に固書館へと改称した。なお、図1悧情

報センターの名称は、関東信越地区 9麻専（茨城 ・木

更津 ・ 群馬 ・ 東京 • 長岡 • 長野 ・ 産業技術 ・ サレジオ ・

小山）の中で本校のみで、他校では図苔館である。

注2)本校の第2期中期計画3.① 「地域社会との連携にか

かる各施設の充実」cに「図書情報センターの一般開放

を一函促進する」とある。

注3)2012 (平成24)年5月 l日現在。

注4)文部科学省では祁校における標準を示していない。

注5)全国の55話専図魯館の蔵書冊数は、最少57,174冊か

ら最多 181,324冊までの幅があるが、平均は97,703冊で

ある。また、52校は7万冊以上の蔵書（和苦、洋瞥のほ

か雑誌、点字、DVD・VTR等を含む）を有する。

注6)視聴詑資料の2011(平成23)年度の年問貸出数は、

49件に過ぎない。これは、それらの視聴環焼が家庭等で

整っていること、学生が多忙であること等によるではt.

いかと思われる。

注7)参考文献4、p.5。

注8)全国の55高店図害館における利用者対象別の Iヶ月

間のレファレンス件数は、学生 68.3%、教職員 20.5%、

学外者 11.2%である。参考文献4、p.16。

注9)平成23年度の貸出数がやや少ないのは、 3月の東日

本大煤災の影靱で本センターの開館日数 ・時間が例年よ

り減少したことが一因と思われる。なお、貸出者割合は

全1,090人中626人の57%であった。

注LO)参考文献4、pp.12-14。

注11)2010 (平成22)年度から3年間、科学技術振興機構

情報提供部の火口正芳氏に講師を依頼した。

注12)新たに 『囮書情報センター概要』への収載が考えら

れるものと して「図魯情報センターだより執筆要項」 「プ

ックハンティング実施要項」 等がある。
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